
口笛を吹くと出てくるよ 

今ではあまり聞かれなくなった、五大都市（東京・大阪・名古屋・福岡・札幌）という用語があります。

私は小学４年生まで大都市とは縁遠い山の中で生活をしていました。最近、旅行で地方を訪れ、自然豊か

とされる繁華な場所以外に宿泊すると、便利なコンビニ、銀行 ATM などが近所にないことに少々困るこ

とがあります。今では首都圏近郊都市ならでは、５分も歩けば用が足せるという、相当便利な生活を送っ

てきていると思うことがあります。 

５年ほど前に、かつて住んでいた福井県の山の中を６７年ぶりに再訪しました。かつて職員住宅が何十

軒も立ち並び、人が行きかい、子どもたちが走り回りっていましたが、今では空き地のススキが原になっ

て、見る影もなくなっていました。鉱山を開発・経営する企業が職員やその家族に生活に必要な食料品・

日用品を扱う購買部、郵便局、浴場、理容、美容を揃えて用意していました。 

 そこには２歳から６歳まで暮らしていましたが、私はまだ幼く、冬になると雪深く、夏は涼しい生活を

送っていました。春の訪れも都市よりは遅くやってきたのです。 

この時季、こごみ、タラの芽、ワラビといった山菜採りが楽しみのひとつでした。休みになると、裏山

に入り斜面を上り、山菜を探して回りました。山菜取りに参加している子どもにはなかなか難渋な役割

でした。ある時、一緒に山菜採りをしていた近所の子が「口笛を吹くとワラビが見つかるよ」と言い始め

たのです。するとあちこちから口笛が鳴り始めました。ワラビを一本取れたら、落ち着いて「周りを眺め

て探したら、次の一本が見つかる」ということを「口笛を吹く余裕を持て」といって、そのコツを教える

方法だったのだと思います。たまに「ホントだ！」ということもあるには違いないのですが。 

大人はもちろん、子どもも「口笛吹き」を真に受けてはいないと思うのですが、その場のふっと気の抜

けるひと休みといってもいいような休息時間、クッシ

ョン材みたいなものとして「口笛吹き」が作用してい

たのではないかと思うのです。 

 そうした「息の抜き方」を自分で作り出すのは、学

力でもなく、知識でもなく、コントロールする力に違

いないと思います。昨今、怒りをコントロールするア

ンガーマネジメントや、失敗した時の残念な感じをい

つまでも引きずらない場面が比較的よく登場します。

とりわけスポーツの場面では重要とされます。 

メンタルコントロールの専門機関ならまだしも、普

段の我々の生活の中で、そうした人間の生きる力って

どうやったら伝わるのか、教えられるのだろうか？大

人、子ども、集団から滲み出す生きる力を伝えていけ

ているのかと不安がよぎることがあります。 

（松戸市 藤田 隆） 

モミジイチゴ
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学校支援ボランティアの現場から 

１ ご縁があって・・・ 
学校支援ボランティアの活動を、今冬から始めました。と言

っても、環境学習などの授業のお手伝いではありません。内容

は、敷地内の植木や樹木の管理。そしてご縁とは、〇十年前娘

たちがお世話になった小学校。同ボランティアの担当窓口は教

頭先生ですが、そこに在職中の校長先生は、何と偶然にも次女

が小６の時の担任の先生で、思わず昔話に花が咲きました。 

応募した理由はと申し上げればいくつかありますが、日ごろ

からさりげなく周囲（市内）を見ていますと、一例としてアカ

メガシワなど、ヤタラト市内のあちこちにはびこっていて、行

政などの手が追い付ていないと言うこと。また、街路樹などは一定の時期になると受注業者が管理して

いるのですが、一例として示したアカメガシワなどは、行政も業者も市民も知識がないのでしょう、知

識がないから関心もない、そしてマニュアルもないと言ったところでしょうか、放置のまんま。そこで、

健康維持などと併せて少しでもお役に立てればと、学校からの募集記事に応募することにしました。 

２ 冬の敷地内では・・・ 
教頭先生と敷地内を一回りしながら、樹木の種類や状況などについて気が付いたことを話した後、先 

ずは、卒業式が間近だったことから、体育館の周囲をきれいにしましょうと言うことになりました。 

 そんな経緯の中で気づいたものの一つが、フェンスに絡んだタンキリマメの実（左下写真）。時節柄と

てもきれいでしたが、これって生物多様性の象徴、それとも管理が行き届いていないことの象徴・・・？

そして目の前に現れた葉痕（中央写真）、何だったかなぁ・・・？すぐには思い出せませんでしたが、子

どもたちに見せたら何と言うだろう？など思いを馳せました。なお、正解はニワウルシでした。 

早速取り掛かった体育館脇のツツジの植え込み。剪定整枝の後枝葉を集めていたその中から現れたの

は、何とアケビコノハ（右下写真）でした。こんなところにもいるんだぁ⁉と驚き半分喜び半分でした。 

３ バイオネストの試み 
予てより漠然と関心を持っていましたが、良いチャンスと思い、早速教頭先生に提案したところ、す

んなりと賛同してくださいました。インターネットで

いくつかの事例を調べて、見様見真似、試行錯誤の繰り

返しで、右写真は、5月現在の状況です。必要な順に必

要な材料がそろう訳ではなく、周囲の囲いは、それまで

に伐った中低木類の太枝、中身は、剪定したツツジなど

枝葉を、その都度足していきました。 

子どもたちの安全確保も気になります。先ずは安全

と思われる場所を選びました。そして写真の後日、囲い

の太枝を固定するために、教頭先生に植物性のひもを

用意していただいて、それらを縛って固定しました。 
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４ そして春・・・ 
 幸い、教頭先生はこのようなことに関心と理解のある方で、また仕事も早い方のようです。プールと

体育館の間にあったイヌビワ（左下写真）、「たぶん放置したまた育ったものと思いますが、このまま放

置しておくといくらでも広がるので、新葉も出てなく背も低くてあまり太くない今のうちに伐った方が

いいですよ！」と申し上げたところ、次に伺った時には既に伐り終わっていました。それにしてもこの

ようにして見ると、代伸（若しくは添伸）の特徴がよく分かります。なお、「ムリをしてケガをしては元

も子もありません、十分気を付けてください。」とも申し上げました。 

 とある日、フェンス沿いに伸びた樹木（ニワウルシ、ネズミモチ、ヤマグワ、ハゼノキなど）やツル

類（フジ、アケビ、スイカズラ、テイカカズラなど）を伐り揃えていたところ、茂みの中に、何やら赤

いもの（花？）が目に留まりました。そしてよく見るとアカメガシワの新葉（中央写真）でした。すっ

かり見慣れていた筈ですが、この時はとてもきれいに目に映りました。子どもたちだったら、どう反応

するだろうなどと、思いを馳せました。 

 正門付近の桜（シダレザクラ？）、「上の方が刈れているのでできれば枯れた部分だけを伐った方がい

いですね。」と申し上げたところ、次の折り、教頭先生が、「コゲラが子育てをしている（右下写真、矢

印）ので、伐るのはしばらく止めることにしました。」とおっしゃってきました。もちろん同意しました。

関心や理解のない方なら気が付かなかったかも知れません。 

５ 環境委員会活動のお手伝いの依頼 
 ５月中旬の某日、PTAによる奉仕作業で、周辺の草刈り作業が行われたので、その数日後、正門付近

のフェンス沿いの刈り残しの草刈りや、付近の樹木のヒコバエなどの剪定整枝を行いました。  

その折り、目に留まったのが、開校記念の石碑の

台座の上に伸びていたヤマグワ（右写真）。葉の形

も赤い実の様子も、小さくて可愛らしかったので、

その日はそのまま残しておくことにしました。し

ばらく様子を見て、その後どうするか考えたいと

思います。 

そして、下旬の本日、「6月〇〇日の午後、児童

たちの環境委員会活動があるので、バイオネスト

や樹木（植物）などの話をしていただけません

か？」と校長先生、教頭先生から口頭で依頼があり

ました。もちろん、快くお引き受けしました。 

バイオネストの話とともに、コゲラの話やヤマ

グワの話、そのほか色々な植物や生き物たちの話、

子どもたちに何を話そうか思いを巡らせては、今

から一人ワクワクニヤニヤしています。 

（記：茂原市 望月力智） 
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ウツギでも科は色々

ウツギ アジサイ科 ウツギ属 ヒメウツギ アジサイ科 ウツギ属 マルバウツギ アジサイ科 ウツギ属

バイカウツギ アジサイ科バイカウツギ属 ハコネウツギ スイカズラ科タニウツギ属 ニシキウツギ スイカズラ科タニウツギ属

ツクバネウツ科 ツクバネウツギ属 コゴメウツギ バラ科 コゴメウツギ属 ドクウツギ ドクウツギ科 ドクウツギ属 

県内、特に県南に多くのウツギの仲間が見られます。（ちば千年の森をつくる会の資料から） 佐倉市 坂本文雄 
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